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◇
初
め
て
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
に
参
加
し
ま
し
た
。
被
害
に

あ
っ
た
方
々
の
犠
牲
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
も
、
そ
し
て
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
運
動
を
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た

（
墨
田
区
職
労
・
須
藤
悠
太
）。

◇
平
和
行
進
に
初
め
て
参
加
し

て
、
ま
ず
北
海
道
か
ら
引
き
継

が
れ
て
き
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
！
板
橋
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方

々
の
協
力
の
中
で
参
加
し
行
進

し
て
い
く
道
中
で
、
あ
ら
た
め

て
平
和
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
！
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
板
橋
区
職
労
・
助
川
翔
）
。

◇
反
戦
、
軍
縮
を
街
頭
で
訴
え

る
こ
と
は
仲
間
が
い
な
け
れ
ば

怖
く
て
で
き
ま
せ
ん
。
大
勢
集

ま
り
、
若
い
世
代
と
一
緒
に
参

加
す
る
と
元
気
が
湧
い
て
き
ま

す
（
足
立
区
職
労
・
中
川
ゆ
い

子
）
。

1
9
4
5
年
8
月
6
日
に
広
島
に
、
同
月
9

日
に
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ
、そ
の
年
の
内
に
、

広
島
で
14
万
人
、
長
崎
で
7
万
人
、
あ
わ
せ
て

21
万
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
が
、
甚
大
な
被

害
の
た
め
被
爆
者
の
全
貌
は
戦
後
80
年
経
て
も

掴
め
て
い
ま
せ
ん
。

世
界
で
核
兵
器
使
用
の
危
機
が
迫
る
中
、
5

月
よ
り
平
和
の
取
り
組
み
と
し
て
全
国
各
地
か

ら
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
向
か
っ
て
平
和
の

襷
を
つ
な
ぐ
「
2
0
2
5
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
自
治
労
連
リ
レ
ー
旗
（
横
断
幕
）
」

を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
も
加
わ
り
、
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
世
界
の
実
現
へ
の
想
い
を
書
き
込
ん

だ
横
断
幕
を
各
所
で
手
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。

7
月
22
日
に
埼
玉
か
ら
東
京
・
板
橋
へ
、
都

内
各
所
を
行
進
し
、
7
月
26
日
に
文
京
・
礫
川

公
園
ま
で
、
猛
暑
の
中
行
進
し
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
想
い
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。

1日目：被爆体験の継承と未来―被爆80年広島
のつどい
（8月4日：広島県立総合体育館）
第1部：広島に原爆が落とされた
・現地広島からのあいさつ
・あの時広島でなにがおきたのか
・被爆者の証言（矢野 美耶古さん、朴 貞順さん、
本谷 量治さん）
第2部：まだ広く知られていない被爆
・高東征二さん（黒い雨による被爆）
・三村正弘さん（胎内被曝）
第3部：継承…被爆者からあなたへ あなたから世界へ
・被爆者運動の継承―広島の被爆者団体代表によるリレーメッセージ
・世界の運動より～マリベル・エルナンデス（スペイン）
・広島の地域運動より（新婦人広島、高校生平和ゼミナール、市立基
町高校卒業生による「原爆の絵」のとりくみと思い
2日目：8＝分科会・4＝動く分科会（フォーラム＝2）全国高校生
平和集会㏌広島
3日目：ヒロシマデー集会
・主催者あいさつ：富田宏治 国際会議宣言 起草委員長
・広島市長あいさつ：山藤貞浩（広島市国際平和推進担当局長） 代読
・被爆者あいさつ：田中聡司（日本原水爆被害者団体協議会代表理事）
・ゲストスピーカー：中満 泉（国連事務次長／軍縮担当上級代表）
アレクサンダー・クメント（オーストリア大使／欧州国際関係省 軍
縮・軍備管理・不拡散局長）メルバ・プリーア（駐日メキシコ大使）
梶田隆章（日本学術会議前会長）
セッションⅠ―核兵器のない世界の実現をー核保有国と核依存国で
のたたかい
ジェレミー・コービン（平和と正義プロジェクト／国会議員／核軍
縮キャンペーン｛ＣＮＤ｝副会長
セッションⅡ―核兵器禁止条約に参加する日
本をー草の根の運動交流

◇
地
道
な
草
の
根
運
動
が
大

切
。
学
校
教
育
か
ら
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

（
文
京
区
職
労
・
平
井
資
浩
）。

◇
70
歳
を
超
え
る
通
し
行
進
の

方
が
北
海
道
か
ら
山
梨
を
通
っ

て
世
田
谷
の
行
進
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
姿
は
、
小
さ
く
細

い
運
動
に
な
っ
て
も
、
見
え
る

行
動
を
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
、
襷

と
し
て
私
た
ち
に
示
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

集
会
や
行
進
へ
の
参
加
者
を
広

げ
、
そ
の
襷
を
よ
り
多
く
の
人

で
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
す

（
世
田
谷
区
職
労
・
澤
田
香

織
）
。

◇
戦
争
は
人
が
始
め
る
も
の
で

あ
り
人
災
で
す
。
人
の
命
を
奪

う
権
利
は
誰
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
過
去
に
は
外
国
人
排
斥
が

紛
争
・
戦
争
を
引
き
起
こ
し
民

族
浄
化
に
至
り
ま
し
た
。

人
類
の
到
達
点
で
あ
る
多
様

性
を
重
ん
じ
る
世
界
を
実
現
し

た
い
と
強
く
決
意
す
る
日
に
し

た
い
で
す
（
世
田
谷
区
職
労
・

福
島
大
輔
）
。

◇
世
界
が
一
日
で
も
早
く
平
和

に
な
り
ま
す
よ
う
に
（
文
京
区

職
労
・
大
谷
昇
）
。

原爆の被害は、自治体労働者にも
多くの犠牲を伴いました。広島市職
労30年史によれば、当時の職員数14
45名のうち、1026名が被爆（全職員
の約70％）し、15年後には422名が死
亡したとされています。さらに197名
が不明のままであるとのことです。
3月より組合員のみなさんから協
力いただいた「折り鶴」を献花しま
した（写真）。
※長崎大会の報告は次号に掲載し
ます。

連
日
、
35
度

前
後
の
猛
暑
が

続
き
、
体
が
バ

テ
気
味
な
人
が

多
い
の
で
は
な

い
か
。
欲
す
る

ま
ま
に
冷
た
い
も
の
を
食
べ
て

い
れ
ば
体
調
維
持
が
難
し
く
な

る
。
猛
暑
を
乗
り
切
る
の
は
命

が
け
に
な
っ
て
き
た
。

東
京
で
は
熱
中
症
で
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
人
が
1
0
0
人
前

後
も
い
る
。
高
齢
者
だ
と
命
の

危
険
す
ら
あ
る
。
喉
が
渇
く
前

に
水
を
飲
み
な
さ
い
、
エ
ア
コ

ン
を
使
い
な
さ
い
と
い
う
が
、

そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
対
処
療

法
で
あ
っ
て
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
。
今
年
は
8
月
初

旬
ま
で
で
40
度
越
え
地
域
が
4

地
域
も
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
気

候
温
暖
化
が
進
む
と
、
イ
ン
ド

や
西
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
50
度
前

後
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。今
夏
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
暑
く
、
ス
ペ
イ

ン
で
は
40
度
前
半
の
暑
さ
で
多

く
の
死
者
が
出
た
。

と
に
か
く
早
急
に
地
球
温
暖

化
に
手
を
打
た
な
い
と
い
け
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

は
全
く
逆
の
こ
と
を
や
っ
て
い

る
。
化
石
燃
料
を
燃
や
し
て
の

火
力
発
電
は
そ
の
最
た
る
も
の

だ
。
こ
れ
で
は
二
酸
化
炭
素
を

増
す
だ
け
だ
。
新
設
も
考
え
て

い
る
と
い
う
か
ら
狂
気
の
沙
汰

だ
。
日
本
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
割
合
が
極
端
に
少
な
い
。
ま

た
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て

く
れ
る
緑
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
に
、
逆
の
こ
と
を

や
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
地
球

は
熱
を
帯
び
て
暑
く
な
る
ば
か

り
だ
。
自
公
政
府
は
、
「
国
民

の
命
と
財
産
を
守
る
」
た
め
に

防
衛
費
増
増
を
い
う
が
、
こ
れ

は
間
違
い
で
あ
る
。

平
和
の
横
断
幕
を
全
国
で
つ
な
ご
う

平
和
の
横
断
幕
を
全
国
で
つ
な
ご
う

今
こ
そ
核
兵
器
廃
絶
は
世
界
の
願
い

今
こ
そ
核
兵
器
廃
絶
は
世
界
の
願
い

自治体労働者としての平和の取り組み

Ｑ
「
８
月
１５
日
」に

何
を
想
い
ま
す
か
？

襷をつないだ品川区職
労、世田谷区職労

被爆、戦後８０年

Ｑ

被
爆
の
伝
承
に

必
要
な
こ
と
は
？

Ｑ

ど
の
よ
う
な
想
い
で

参
加
し
ま
し
た
か
？

終
着
地
で
の
豊
島
区
職
労
と

文
京
区
職
労

被爆者とともに、核兵器のない平和で公正な世界を―
―人類と地球の未来のために

▲
広
島
市
職
員
の
慰
霊
碑

80年経った
原爆ドーム

◀
東
京
自
治
労
連
か
ら
の

「
折
り
鶴
」

〈２０２５年原水爆禁止世界大会―広島〉

広島市役所職員慰霊碑への献花行動
自治労連・広島自治労連共催

埼
玉
か
ら
東
京
へ
引
き
継
が
れ

た
自
治
労
連
リ
レ
ー
旗

＆



●2
２０２５年８月１８日

白神 優理子

10月19日
城北法律事務所

8
月
2
日
（
土
）
、
8
月
3

日
（
日
）
の
二
日
に
か
け
て
千

葉
県
野
田
市
で
行
わ
れ
た
自
治

労
連
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
野
球

大
会
で
、
東
京
自
治
労
連
代
表

の
板
橋
区
職
労
野
球
部
は
、
準

優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
！

8
月
2
日
の
準
決
勝
の
対
戦

相
手
は
茨
城
県
代
表
。
試
合
は

板
橋
が
終
始
相
手
を
圧
倒
し
ま

し
た
。
初
回
に
後
藤
選
手
（
防

災
危
機
管
理
課
）
の
左
中
間
ス

タ
ン
ド
に
運
ぶ
先
制
ス
リ
ー
ラ

ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
2
回
に
は
打

木
選
手
（
政
策
企
画
課
）
が
先

頭
で
出
塁
、
続
く
阿
瀬
見
選
手

（
土
木
企
画
・
交
通
安
全
課
）

が
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
、
そ
の

後
、
仲
間
選
手
（
板
橋
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
）と
高
橋
選
手（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
）
の
連
続
ス
リ

ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を
含
む
先
発

全
員
安
打
で
9
対
1
の
5
回
コ

ー
ル
ド
勝
ち
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
3
日
の
決
勝
戦
は
埼

玉
代
表
の
所
沢
市
職
労
と
対
戦

し
ま
し
た
。

後
藤
選
手
が
二
日
連
続
の
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
放
ち
、
4
回
終
了

時
ま
で
2
対
2
と
接
戦
と
な
る

も
、
5
回
、
6
回
に
失
点
を
重

ね
一
歩
及
ば
ず
、
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
今
後
も
精
一
杯
精

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
声

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

（
板
橋
区
職
労

仲
間
義
人
）

職
員
の
若
返
り
が
示

す
、
組
織
の
弱
体
化

保
坂
展
人
世
田
谷
区
長
が
2

0
2
4
年
11
月
26
日
に
開
会
し

た
世
田
谷
区
議
会
第
4
回
定
例

会
招
集
挨
拶
で
述
べ
た
危
機
感

は
今
日
の
自
治
体
労
働
の
状
況

を
鋭
く
示
し
て
い
る
。
保
坂
区

長
は
「
区
職
員
の
平
均
年
齢
が

40
・
4
歳
に
若
返
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
若
手
職
員
が
意
欲

を
持
て
ず
、
早
期
退
職
が
目
立

つ
。
職
員
採
用
倍
率
は
10
年
で

3
分
の
1
に
ま
で
低
下
し
、『
将

来
が
描
き
づ
ら
い
』
『
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
な
い
』
『
区
に
大
切

に
さ
れ
て
い
な
い
』
と
い
う
若

手
の
声
が
多
い
」
。
こ
の
指
摘

は
、
今
日
の
自
治
体
と
自
治
体

労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
考
え
、
さ
ら
に
は
、
住
民
福

祉
の
増
進
と
い
う
自
治
体
本
来

の
あ
り
方
を
再
構
築
す
る
う
え

で
解
明
し
、
打
開
す
べ
き
課
題

を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

採
用
さ
れ
て
も
、
20
代
職
員

の
退
職
者
数
は
2
0
1
8
年
の

22
人
か
ら
2
0
2
3
年
に
は
56

人
へ
と
2
・
5
倍
増
え
、
転
職

や
体
調
不
良
に
よ
る
離
職
者
も

急
増
し
て
い
る
。
特
に
メ
ン
タ

ル
系
の
休
職
者
は
、
2
0
2
2

年
度
72
・
7
％
か
ら
2
0
2
4

年
度
に
は
82
・
7
％
へ
と
顕
著

に
増
加
し
た
。
さ
ら
に
「
パ
ワ

ハ
ラ
」
や
「
セ
ク
ハ
ラ
」
を
感

じ
る
職
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る

な
ど
、
職
場
環
境
の
悪
化
が
職

員
の
心
身
の
健
康
を
脅
か
し
て

い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
苦
境

は
解
決
す
る
の
か

保
坂
区
長
は
、
こ
う
し
た
状

況
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
を

推
進
す
る「
新
た
な
行
政
経
営
」

を
提
案
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
「
若
手
職
員
に
よ
る
提
案

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
制

度
」
を
導
入
し
、
ド
ロ
ー
ン
活

用
や
業
務
改
善
な
ど
、
職
員
の

創
意
を
引
き
出
す
と
し
て
い

る
。し

か
し
、
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
」
と
「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
を
柱
と
す
る
「
官
民
連
携
」

「
新
た
な
行
政
経
営
へ
の
移
行
」

の
み
で
「
魅
力
あ
る
自
治
体
行

政
」
は
果
た
し
て
「
復
活
」
す

る
の
だ
ろ
う
か
。

組
合
の
役
割
が

求
め
ら
れ
て
い
る

自
治
体
の
公
務
、
自
治
体
の

仕
事
を
「
再
構
築
」
し
て
い
く

た
め
に
は
、
何
が
ネ
ッ
ク
と
な

り
、
こ
れ
を
打
開
し
て
い
く
う

え
で
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
吟
味
検
証
し
て
い
く
こ

と
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
公
務
の
仕
事
、
自
治
体
行

政
の
存
立
目
的
と
は
何
か
を
あ

ら
た
め
て
考
え
、
自
治
体
労
働

組
合
と
し
て
、
自
ら
の
生
活
と

権
利
を
守
る
こ
と
と
、
職
務
を

通
し
て
関
わ
る
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
一
体
の

も
の
と
し
て
捉
え
、
民
主
的
自

治
体
建
設
・
再
構
築
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
阻
む
、「
国
の
指
示
」

を
含
む
地
方
自
治
法
「
改
定
」

を
含
む
国
等
の
動
向
、
と
り
わ

け
「
改
憲
」
、
軍
拡
、
「
戦
争

す
る
国
づ
く
り
」
の
動
き
と
こ

れ
と
連
動
し
た
経
済
安
保
、
増

税
、
社
会
保
障
切
り
捨
て
の
動

き
と
い
う
こ
の
国
の
行
政
、
政

治
状
況
の
進
行
の
中
で
、
自
治

体
の
存
在
意
義
を
問
い
直
し
、

再
構
築
し
て
い
く
取
り
組
み
が

緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

自
治
体
労
働
運
動
の
出
番
と

言
え
る
。

東
京
都
が
進
め
る
人
員
定
数
削
減
と
職
員
給
与
抑
制
政
策

の
陰
で
、
現
場
の
自
治
体
職
員
は
深
刻
な
人
材
難
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
悪
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
最
終
回
は
都
政
の

影
響
を
色
濃
く
受
け
る
世
田
谷
区
の
現
状
か
ら
課
題
を
考
え

ま
す
。
世
田
谷
区
職
労
特
別
執
行
委
員
の
中
村
重
美
さ
ん
か

ら
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
67
回
自
治
体
学
校
㏌
東
京
が
、
7

月
26
日
・
日
本
教
育
会
館
で
、
27
日
・

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。
全
体
会
の
司
会
を
世
田
谷

区
職
労
の
澤
田
さ
ん
が
勤
め
、
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
は
東
京
公
務
公
共
一
般
の
佐

々
木
真
紀
さ
ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。
分

科
会
で
は
単

組
・
局
支
部

か
ら
当
日
報

告
や
レ
ポ
ー

ト
報
告
な
ど

協
力
が
あ
り

ま
し
た
。

全
労
連
公
務
部
会
・
公
務
労
組

連
絡
会
に
よ
る
「
25
人
勧
闘
争
勝

利
！
7
・
25
中
央
行
動
」
、
東
京

地
評
公
務
部
会
他
に
よ
る
「
公
民

共
同
人
事
院
前
行
動
」
が
7
月
25

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
自
治

労
連
の
各
単
組

・
局
支
部
か
ら

19
人
が
参
加

し
、
岩
間
副
中

央
執
行
委
員
長

が
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。

猛
打
の
板
橋
チ
ー
ム

ホ
ー
ム
イ
ン
！

板橋区職労野球部 準優勝！

自
治
体
労
働
者
に
誇
り
を
取
り
戻
し
、

希
望
と
働
き
が
い
の
持
て
る
自
治
体
を
再
構
築
し
よ
う

自
治
体
労
働
者
に
誇
り
を
取
り
戻
し
、

希
望
と
働
き
が
い
の
持
て
る
自
治
体
を
再
構
築
し
よ
う

自治労連関東甲越ブロック野球大会

世
田
谷
の
事
例
か
ら
自
治
体
の
置
か
れ
た
状
況
と
打
開
の
道
筋
を
考
え
る

世
田
谷
区
職
労
特
別
執
行
委
員
中
村
重
美

準優勝の板橋野球部のみなさん
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〈下〉
開催時間 9：30～12：30（予定）
会 場 明治大学リバティーホール

開催時間 13：00～15：30（予定）
会 場 明治大学リバティータワー

8階教室他

地方自治が切り開く平和で豊かな社会を
―自治体学校

―人事院前行動
誰もが生活改善を実感できる大幅賃上げを！

分科会は現在、福祉、医療、子ども、平和、
地域経済振興、防災、職場のＤＸ化問題など7
つの分野で準備中です。詳細は次号以降で紹介
します。

全体会は「いのちと平和、くらしを守る自治
の力―東京から公共を再生する―」をテーマに、
3人の専門家からお話をいただき、地域住民と
ともに自治のあり方を考える場とします。

第１５回東京地方自治研究集会
１２月２１日に開催

みんなで参加しよう！

全体会全体会

分科会分科会

決
意
表
明
す
る
岩
間
副

中
央
執
行
委
員
長

司
会
の
澤
田
さ
ん

＆
東京南部法律事務所（最寄り駅：蒲田駅）
9月18日㈭13時～

坪田 優弁護士


